
Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

障 害科学 研 究，36．173− 186，2012

資　料

重 度 ・ 重複 障害教育 に お け るベ テ ラ ン教師の職能成長

　　　　男性教師の キャ リア ・ ヒス トリーに着目 して一

任　　龍在 ・安藤　隆男

　本研究 で は、重度 ・重複障害教育に携 わる ベ テ ラ ン教師が 自身の専門性 をどの よう

に認識 し、 どの ようなプ ロ セ ス を経て成長 して きたの か につ い て 検討する こ とを 目的

と した 。 研究対象は特 別支援学校教師 4 名で あ り、 調査方法は半構造化面接 に よる形

式で行わ れ た 。 そ の 結果、まず 「子 どもの 理解」「教育 へ の 熱意」が 重要な専門性 と

して 強調 され、こ の 分野にお い て よ り成長する ため に は こ れ らの 専 門性に注 目する必

要が ある と推察 された 。 次に 職能成長の特徴 を見 ると、契機の 内容が 「出会 い 」 （初

任期）か ら 「地位」「勉強」 「実践」 へ と変わ っ て きた特徴 が見 られた 。 飛躍的な 成長

が 見 られた時期は、お お むね 7 ・8 年か ら12 ・13年の 間 に集約 された 。 その 期間に大

きな変化が見 られた専門性 とは、「子 どもの 理解」 に関す る 「子 どもを見 る 観点 （A ，

C ， D ）」で あ っ た 。 こ の こ とか ら、教師の 職能成長 を進展 させ る に は、初任期 の 熱

意 を高め て 維持する とともに、子 どもを理解する専門性 を身に付け させ るための 指導

及び支援が重要で ある こ とが示唆 された 。

キ
ー ・ワ

ー ド ：重度 ・重複障害教育、教師 、 職能成長

1． 目的

　近年、特別支援学校にお い て は、児童生徒 の

障害が重度 ・重複化して い る。 こ の よ うな背景

か ら、特別支援学校にお い て は 、 児童生徒
一

人

一
人 に応 じたきめ細か な指導及び支援 を行 うた

め に、教師の 専 門性 の 向上 が求め られ て い る 。

　一
方、教師の 専 門性は、ある

一定の 期 間の 努

力 （養成段階）で 獲得で きる もの とい うよ りも、

個 人が
一人の 教 師 と して 成長 して い く中で 、

一

生をか けて 向き合わなけれ ばならない 課題 とい

える 。 よっ て 、 教 師 「自ら」が 自身に 求め られ

る専門性 と は何 か理 解する必要があ り、それ に

合わせ た努力 を通 して 専門性を高め て い くこ と

が 求め られ る 。

筑波大学人間総合科学研 究 科

教師の 職能成長に つ い て は、先行研 究で複数の

観点が 示 されて い る 。 すなわ ち、教職経験 強調

研究 （Fuller， 1969 な ど）、 認知発達強調研究

（Oja，1980；Watts， 1979な ど） とい っ た 観点で あ

る 。
こ れ らの 観点は、 い ずれ も教師 に求め られ

る専門性及び役割 を い くつ か の項 目に分けた上

で 、 諸要素につ い て段階的に形成 して い く過程

を検証 した 点が 共通 して い る 。

　 しか し、こ れ らの 観点が全 て の 教師 に適用で

きる モ デ ル と は 考 え られ な い 。 Huberman

（1989） も、 職能成長とは、ある者 に と っ て は

直線的に進 むもの で あるが 、 他の 者に と っ て は

その 変化が 乏 しか っ た り、 行 き止 まっ た り、

一

気 に ス パ ー
トがか か っ た り、 継続的であ っ た り

する の で ある （山崎 ，
2002） と し、そ の プ ロ セ

ス の 検討は、規準に従 っ て と い うよ りも、分析

的 ・発見 的 ・記述 的に 組み 立て る と い うよ う
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に、慎重に行われ ねば な らない の で あ る と指摘

して い る 。 従 っ て 、 教師の 職能成長 を研究する

際 には 、 どの よ うな段階を経て成長す る の か に

注 目す る よ りも、どの よ うな要因が職能成長 に

働 きか け望 ま しい 方向へ と導 くの か 、またそ の

要因が 職能成長に結 び つ く際 に どの よ うな変化

が現 れ る の かに注 目す る方が 、 教師個 々 の 成長

プ ロ セ ス を説明する にあた っ て よ り現実 的な ア

プ ロ ーチ で ある 。

　教 師の 職能成長に 影響を及ぼ す とされ る要因

に つ い て は、年齢 （Burden
，
1990）、教職経験

（Fuller＆ Bro   ，1975）な どと い っ た個人要因、

校内研修 （秋 田，2003）、 同僚関係 や メ ン タ リ

ン グ （佐藤 ， 1993 ）、 ア ク シ ョ ン リサ
ー

チ

（Acheson ＆ Gall
，
2003）な どとい っ た社会要因 、

カ リキ ュ ラ ム 改革 （Ling，2002）な ど とい っ た

歴 史要因の 3 つ の カ テ ゴ リ
ー

か ら分類す る こ と

が で きる （岸野 ・無藤，2006）。

　しか し 、 複数の 要因間の 関連の 視点か ら検討

した研究は 少な い
。 岸野 ・無藤 （2006） は、生

活科 の 導入 に関 わ っ た小 学校教 師ll名に対 し

て 、職能成長上 の 要因問の 関連 と変化 を面接に

よ り調査 して い る 。 その 結果、そ の 要因は様 々

で 結婚 ・出産等の 個 人要因 、学校 の 異動 ・研

修 ・研 究発表等 の 社会要因、生 活科 の 導入等の

歴 史要因の い くつ かが 重 な っ てお り、 教師それ

ぞれ がその 要因を自己 の 課題 として積極的に意

味 を見 出 して受け止 め、変化が起 きて い た．つ

ま り、経験 を重ね れ ば職能成長が可 能となるわ

けで は な く、 現実に は社 会要因や歴 史要因が個

人の 生活や状況等と交互作用 して 影響を与える

と言 える （岸野 ・無藤，2006）。 こ の た め 、教

師の 多様で ダイナ ミ ッ クな職能成長 の プ ロ セ ス

を検討す る にあた っ て は 、 単
一

要因だ けで はな

くて 、 複数の 要因間の 関連 につ い て も検討する

必要がある と考えられ る 。

　以 上 の こ とか ら 、 本研究で は 、 重度 ・重複障

害教育に携わ るベ テ ラ ン教師が 「求め られる専

門性」 に つ い て どの ように認識 し 、 「ど の よ う

なプ ロ セ ス 」 を経て 成長 して きた の か に つ い て

明 らか にす る こ とを目的 とした 。 なお、職能成

長のプ ロ セ ス を検討するにあた っ て は、職能成

長上 の 転機 （山崎 ， 2002）に着 目し、 その 転機

とな っ た契機 （要因）か ら検討 した 。

∬　方法

　 1　 対象者

　 K 大学大学 院特 別支援教 育専 攻 の L教授 に、

下 の 選定基準か ら数名の 候補者を推薦 して もら

っ た 。 その 後 、 年齢 や教職経験 を基に 、 同世代

の 3 名 （A ，C ，D ）とそ れ に近 い 1 名 （B ）、計

4 名の 教師を研究対象と して 選定した 。 対象者

の プ ロ フ ィ
ール の 概略は Table　1に示す 。

　 2　 選定基準

　共通 す る基準は 、   男性 （女性は ， 出産 ・育

児等の 家庭事情が職能成長に影響を及ぼす可能

性が 高 い た め
， 本研究で は男性 の み とした ）、

  教職経験 15年以上 、  研究主任等 の 役割を担

っ た経験 が有るこ と、  内地留学の 経験が有る

こ ととい っ た 4 点で あ っ た 。

　異な る基 準は 、   大学で の専攻 （特別支援教

育／ 他専攻）  指導経験 （重度 ・重複障害児 の

指導経験が 大半を 占め る／重度 ・重複障害児以

外の 指導経験が全経験の 半分， もしくはそれ以

上 を占め る） とい っ た 2 点で あ っ た 。

Table　t　 対象者 の プ ロ フ ィ
ール

対象 年齢 大学専攻 教職経験 重度 ・重複障害児 の指導経験

ABCD nO

「

078

4

「
D44

障害児教育

障害児教育

　社会学

政治経済学

25年

32年

19年

23年

9年

20年

ll年

20年
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　 3　 手続き

　面接調査は、2009年10月上旬か ら11月下旬 ま

で、勤務校 の 会議室 、 喫茶店など各対象者が話

しやす い 場所に て、半構造化面接の 形式 に よ っ

て 行 われ た 。 調査時間は、対象者 に よっ て若干

の 差が 見 られたが 、 その 平均は 95分で あ っ た

（フ ェ イ ス シ
ー

ト及 び職能成長 グ ラ フ の 作成時

間 は除 く）。 調査 は、以下の よ うな 4 段階で 行

われ た 。

　 4　 調査内容

　 1 ） フ ェ イス シ
ー ト （年齢，大学の 専攻 ， 教

職歴） を記入 して もらっ た 。

　 2）重度 ・重複障害教育教師に求め られる 専

門性 とは何か を尋ね 、 各対象者が 重要 と考 える

順 に、そ の 専門性 と内容及び理由を自由に語 る

こ とがで きるよ うに した。

　 3 ）対象者 自身の 職能成長グ ラ フ を描 い て も

ら っ た 。 まず、理 想の 専 門性 （100％）に対 し

て現在の 専門性 （何％） をチ ェ ッ クす る よ うに

した。そ の 後、対象者自身の 職能成長に大 きな

変化が あ っ た と思わ れ る 時点、ある い は時期 を

チ ェ ッ クす る よ うに した。最後 には 、上 の 情報

を基準 と して、 自身の 職能成長 グ ラ フ を線で示

す ように した 。

　 4 ）完成 された職能成長 グ ラ フ を参考と し、

自身の 職能成長に お い て 大 きな転機 とな っ た 出

来事や 当時の 状況等 に つ い て 時系列で尋ね、な

る べ く自由に語 っ て もらっ た 。 た だ し、語 りが

展 開 しなか っ た場合 に は 「その 転機に よ りどの

よ うな変化 があ りましたか」、 また 語 りが抽象

的に な っ た場合に は 「具体的 に ど の よ うな状況

で した か」「その 当時 の こ とを もう少 し詳 しく

聞かせ て ください 」 などの 質問をした 。

　 5　 分析

　まず、各対象者が重要 と答 えた専門性 とその

内容を 、 重要 度順 に整理 した。対象者 の 思 い や

考 えを尊重するた め に、各教師が と りあげた専

門性 の 名称や内容 に つ い て極力修正 を しな か っ

た 。

　次に、職能成長 グ ラ フ と逐 語録 を基 に 、 各対

象者の キ ャ リア
・ヒ ス トリーを ま とめ た 。 転機

となっ た契機に つ い て は 、 対象者自身が とりあ

げた契機 （以 下，対象者契機） を抽 出 し、研究

者に より追加 された 契機 （以下 ，研究者契機）

を加 えた 。 例 えば 、 対象A の ス テ
ージ  の よ う

に 、 対象者が 契機 と して 「勉強」を とりあげた

場合、「勉強」が対象 者契機 とな り、そ の 契機

に深 くか か わ る もの と し て 「内地留 学」「N 先

生 との 出会 い 」 を研究者契機 と追加した 。

皿　結果

　 1　 教師の専門性

　面接調査 の 逐語録か ら 「重 度 ・重複障害教育

に 携わ る教師に求 められ る専 門性」に関する語

りを抜 き出 して、そ れぞれ の 対象者が重要 と強

調 した順 にまとめ た （Table　2）。

　 2　対象者 の キャ
1丿ア ・ヒス トリ

ー

　結果 を、 3 つ の形 で作成 した 。

　まず 、各対象者が描 い た職能成長 グ ラ フ に 、

学校種、時代背景 、 転機 とな っ た契機な ど、ポ

イ ン トとな る単語 を提示 した結果は 、Fig．1か

らFig，4に示 した 。 こ れ ら の グ ラ フ に は 、 「対象

者契機」の み を記録 した 。

　次 に 、 「対象者契機」 と 「研究者契機」 を
一

目で 見 る こ とが で きる ように、Table　3に 4名の

契機をまとめ た 。

　最後 に、以上 の 2 種類の 資料 と照 らし合 わせ

なが ら、対象者が経験 して きた文脈 を把握で き

るよ うに 各ス テ
ージ の 内容を要約した （キ ャ リ

ア ・ヒ ス トリ
ーの 要約）。 本文中に おい て 「対

象者契機」は、ス テ
ージの タ イ トル の 横 に太字

で 提示 し （例えば ，
ス テ

ージ  ：子供達 との 出

会 い ）、 「研究者契機」は対象者の 語 りの 部分 に

下線で示 した （例 えば ， i銀豈晝）。 なお 、転機

と して挙げ ら れ なか っ た 時期 は、「語 りな し」

と した。

　 1 ）対象A の職能成長の キ ャ リア ・ヒ ス トリ
ー

　対 象A は 、 5 ス テ
ージ を経て お り、飛躍 的な

成長 が見 られ た の は 、 ス テ
ージ   （教 職経験

9 − 10年 ， 2年間）と  （教職経験 12年 一
現在，

14年間）で ある 。 なお ス テ
ー

ジ別 の 具体的な内

容は 、以下 の とお りで ある。
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Tabte　2　重度 ・重複障害教育教師に求め られる専門性

対象 専門性 の 内容 （重要度順）

A   人 間性 ：子 ど もに 向か い 合お う， また教育 して い こ う，とい う意識 を持 つ こ と．すなわ

　ち，情熱 を含めた教師として の 姿勢．

  教 師力 （実践力）：子 どもの 実態 を理解 した上 で ，子どもに適切な課題 を設定し，具体

　的な指導法や授業を組み 立 て て ，実施 ・
評価す る力，

B   子 どもに関われ る力 ：子どもと会 っ た瞬間 に 対応する こ とが で きる 力 ．子どもと関わ り

　なが ら （子 ど もの ニ
ーズ を把握し， 求め られ る知識や技術を）探索する こ とが で きる力．

  計画を作成す る 力 ； 見 通 し を 持 っ て
， 子 ど もの 指導計画を作成す る力．

  周 りを組織する力 ：子 ど もを中心 に お い て，そ の 周 り （同僚 ・先輩教 師，保護者，地域

　等）の 人的資源 を組 織する力．

C   子 ど もの 課題 を 見 つ け る 力 ：子 ど もの 実態把握の 結果 に基づ い て ， ポイ ン ト （指導の方

　向性）をしぼ っ て課題を設定する力．

  説明する力 ：分か りやす く説明す る力．

  常に学ぶ 姿勢 （努力） ：個 に よ っ て 求め ら れる知識 や技術が 異なる た め ，毎 日 「どうす

　れ ばい い の か」と思 い なが ら頑張 る姿勢．

D   子 ど もを分か ろ うとす る努力 （や る気） ：子 ど もの 体 に 触 れた り，歌等一緒に 遊 ん で み

　た り，働 きか け を して 子 どもを分 か ろ うとす る努力 （や る気）．こ れ は ，子 ど もを分か

　る か どうか判断す る以前 の ，努力する姿勢を い う．

  知識 ・技術 （指導法） ：何か 一つ で も使え る指導法を持 っ て い る こ と （例 ：動作法等）．

　自信があ る
一

つ の指導法があれば，教師として 成長す る （新た な知識や技術 を学ぼ うと

　する ）契機 と繋が る ため で ある．

  説明す る 力 ：他 の教師や 保護者に対 して ，自分 の 実践 （指 導内容）を分か りやす く説明

　で きる力．

専門性

教職 0年 1年
経 験

4年 　　　6年　　　8年　　 10年 ll年 25年

Fig．1　対象A の 職能成 長グ ラ フ
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専門 性
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馳

…
…

圖
…

翻
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Fig．2　対象Bの 職能成 長 グ ラ フ
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Fig．3　対象 Cの 職能成長グ ラ フ
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専

学校 種

時代 背 景

　 契機

年度 　87　 　89

教職 o年 　 2年
経 験

969

年

99 Ol03 　　04

12年 　 　 14年 　 　16年 　 17臼
一

想

0了

20 年

0％

0％

0％

年

2009 （10月）

23 年

Fig．4 　対象 D の 職能成長 グ ラ フ

　 ス テ
ー

ジ   ：子供達 との 出会 い

　対象A は 、 採用試験 （志望 ：小学校） に落ち

た 後、M 大学附属養護学校 で産休補助職員 と し

て 1 年間 を勤務 した 。 彼は 、そ の 1 年間の 経験

に よ り障害児 との 関わ りの 面 白さに気づ き、 次

年度採用試験 には 、 特別支援学校を志望する よ

うに な っ た 。 新採用 （1986年度）で 盲学校重複

障害学級に配属 された彼 は 、 子供達 との 日々 の

関 わ りの 中か ら教育 へ の モ チ ベ ー
シ ョ ン を 感

じ、必 要 とされ る こ とを勉強 した。

　 「現場 は 、 自分の 興味関心 よ り、 目の 前の 子

ど も じゃ ない で す か 。 緊急性 も高 い で す し 。

《中略》．．．目の 前の 子 ど もの 課題 を解決 した

い 、今 自分が 指導す る の に 困 っ て る こ とを何 と

か した い っ て と こ ろ が 、 モ チ ベ ーシ ョ ン に なっ

て 、その 分野 を勉 強 して、結果的に知識技術 に

な っ た りしなが ら、その 専 門性が 高ま っ て い く

ん じゃ ない か っ て、い うふ うに思 うん で す 。 」

　ス テ
ー

ジ  ：研究主任

　対象A は、勤務校が 文部省研究指定校 とされ

た期間に、研究主任を任せ られ た 。 彼 は、研 究

主任 と して 責任感 （実践 の 公 開， 研究報告書）

を持 っ て 業務 を遂行 した こ とが 、自身の 専門性

の 向上 に も繋が っ た と評価 した。

　 「公 開 もしな きゃ ならない とな る と、それ な

りに 、 ち ょ っ と責任 とい うか ね、重 くな ります

ん で ね 。 《中略》．，．全国公選1で 、 先生 たちが

集 ま っ て きて ね、遐豈晝 も読 まれますか ら。 あ

る程 度、 きちん と した形 に しな きゃ い け ない
、

そ の ため に は、実践 もきちん とまとめ て い か な

い と ならない 、 っ て い うね 。 取 り組ん で い かな

ければな らな い っ て い うね 。 そこ で 、 少 し専 門

性 と い う部分 も高ま っ た か もしれませ んね 。 」

　ス テ
ージ  ：勉強

　対象A は、内地留学に よ っ て 研究の 仕方 や障

害児を見る観点が変化 した 。 特 に、内地留学期

間中に 、 N 教授 に 出会 い 行動療法等の 指導を受

けたこ とが大 きな契機で あ っ た 。

　「もう
一

度、研究の 仕方 も学ん で 。 《中略》．．．

一 ＿に 再 ト レー ニ ン グ さ れ て 、

そ うする と、子 ど もの 見方 もきちん と筋道立て

て見 られ る よ うに な っ て 。 《中略》．．．今 （内

地留学前）まで も、 や っ ぱ り子 ど もを見る 目が 、

大切だ よね っ て こ とは 言 わ れ て たん です 。 だ け

ど 、 具体 的 に じゃ あ子 どもを見る 目っ て なあ

に ？っ て 言 われ た ときに、あん ま りは っ きり言
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Table　3　要囚間 の 重 な り

弼 象 A 対象 B 対象 C 対象 D

子供達 との 出会い 緩 藏 同僚Σの 出会淀 字4 の 死 中
’
ブ校 講 師 と して の 経 馼

熱 心な先輩 との 出会い 字校 の 雰囲気
，一一一一一一一一一一一一一t 二「
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

lP 先牛 の 授業　　　　 l

i賂 隔 ヤ ン プ 　 ：
1 −一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

医療 的 ケ ア を 必要 とす る

児童 生徒 の 増加

多様 な 出会 い

研 究 王 任 内地留学

同僚 との 人 間 関係

　 　
’
　　　　　　　　門　　　　　　　　　　　　　　ノ

渡 れ た同僚をの 出会い べ

夷 践 公 開 研 究報告書
　 　

ギ
　　　

い
　　　　　   　

♂
　　　　　　　　　

「
・研究王 任

・・　　
 
　 、

瓰 強 レ 畢ボ 　ご

ご下 　 　 ．ド ヤい
試

．内地 留学 N教捜 出会 レ丶　　　鞠，叺　　　　　　　　　　　　ど

ジ 壌 蛤

　 乳 ＼  ♂　　’
ご　 ・　 喉 ・　 ら

へ
　　　　 〉丶
　 髪　

甲
　　　　　　

砕
　 ＼

  　ド　。　へ　　　 丶　　　　　　　　　
サ
　　　尸

　 　 ナ　骸　 ・
　　　　豚　　　　　心　が

　  　　　　伊
耡 吻 指載 輝 の義跨碓
総 　 ∵ な
’　　画
　　 鼻
∴唾 潤

　 ・ ミ羽Ψ嵐　N

動 作 仏 手 習 会 の 結 成

聴

複
　　〜　　戸　　　　　　　　　　ゾ
〆 赴有 （肢体不 自由ぺ）心彎

癬 ご4 素
　 　 　 　 　 　 　 艸　　　　　　　　ダ詐
　 《  

ノ
ゆ題　ヅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　戸

研究

7
　   　   η 〜

u

　 い 　
亨

実践 か ら学 ぶ ・話 ・
、
．

掣驫 ぺあ献 発ボ ン
　　　　　　　　　　 

赴任 （肢体不自出へ ）

XXXX の 会

保 護 者 （集 団 ）との 関 わ り

学校 や 施設等 の 先生 方 と

の 関係

大 学 院進 学 　研 究 的生 認舌

研究王 任

　 ユ

経
験 2
年
数

3

　 4

　 5

　 b

　 7

　 8

　 9

　 10

　 11

　 12

　 13

　 14

　 工5

　 16

　 17

　 18

　 19

　20

　 21

　 22

　23

　 24

　 25

　 26

　27

　28

　29

　30

　31

　32

簡慧 凶靈
  餮∴ 靉 ∴
劉 冠 二ぎ 隔

誓蹴 膨警
 

〉 ∴∴ 碧 

謬隰5　　 3　　　　　　　　　　　　 w
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　 ビ

　 　 　 　 　 炉　　屮
ジ勉 強・詩 　　　 燈

・τ … ド
ノ
〆 　 　 、鄭

内地瑠字　　　　　　　　 塾
孳

ぐ　　　　　　礼

二

研 究報 銭書

教務 → 仟

ー

ワ置
3

） 卜線 は、刻象 者か 取 り⊥け た契機、そ れ以外 は対象 者の プ ロ フ ィ
ール や発 召の 中か ら得b れ た 契機

色 分 け した 部分は 、 飛躍 的 な 「専門性の 圓上 」の ある時期
占 線枠 は、養 成段階の 内容
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えなか っ た んですよね 。 その 子 ど もを見 る 目に

必要 な 、 例 えば知識な り技術 とか何 ？っ て言わ

れ て もは っ きり言えな か っ たんで す 。 視点 とか

もあん ま りは っ き り言え な くて 。 　《中略》．．．

内地留堂で 、研 究 っ て い う手法を きち ん と学び

なお した ときに、子 どもを見る視点 とか技術 と

か、その ベ ース となる知識 として、どうい う風

にその 知識 を集めて くれば い い の っ て い うこ と

が、わか っ て きた っ て い うこ とに な りますね 。 」

　 ス テ ージ  ：語 りな し

　ス テ ージ  ：赴任 （肢体不 自由）、実践 か ら

学ぶ 、 学会誌へ の 研究発表

　対象A は、こ の赴任を契機 と して 、重度 ・重

複障害教育に よ り集中す る よ うに な っ た 。 彼は、

1996年以 降は 日々 の 実践 を通 して専門性を高め

て い る 。 彼は 、実践 を まとめた論文が学術誌 に

掲載 され た こ とに よ り、不安 感が 自信 に 変わ り、

モ チベ ーシ ョ ン の 向上 に も繋が っ た と した 。 重

度 ・重複障害教育を持続す る た め に は、個人の

モ チ ベ ーシ ョ ン だ けで はな く、 他者か ら の 評価

も重 要な要素で ある 。

　 「実践研究 を学会誌に発 表 した こ とは 、 や っ

ぱ り自分 の モ チベ ー
シ ョ ン で したね 。 （重 度 ・

重複障害児 との 関わ りの 中で ）頑張 っ て きた こ

とが、間違 っ て い る の で は ない か っ て い うのが 、

自信に変わ っ た ん で す （笑）。 　《中略》．．．教

師が 、自分の モ チ ベ ーシ ョ ン で専門性 を高め て

い こ うっ て い う頑張 り方 もで きる ん で すけ ど 、

や っ ぱ りそれだ け じゃ 続か ない と。 なの で 、 情

熱 を維持 し続ける には 、 自分が頑張 っ た、良か

っ たな っ て い うだ け じ ゃ な くて 、 他 人か らも評

価 をもら うこ とが大事 だと思 うんで すよね。」

　 2 ）対象Bの 職能成長の キ ャ リア ・ヒ ス トリー

　対象B は 、 6 ス テ
ージを経 て お り、飛躍 的な

成長が見 られ たの は 、ス テ
ー

ジ  （教 職経験

0 − 3年 ， 3 年間）と  （教職経験 19− 20年 ，

2年間）で ある 。

　と こ ろ が 、対 象B は 養 成段 階 の 出来事に つ い

て も語っ た 。 本研究で 設定 した期 間が 「採用か

ら退職 まで 」で あ っ た た め、ス テ
ー

ジ と して は

区分せ ず 「大学時代」 とした 。

　大学時代 ：P先生 の 授業、動作訓練キ ャ ン プ

　大学 2 年頃、対象B は 、 P先生 の 授 業 （臨床

教育〉を受講 した 。 授業 内容は 、 小学校入学前

の 脳性 まひ児 を対象として動作訓練を実施する

こ とで あ っ た 。 彼は、P先生 の 授 業 と動作 訓練

キ ャ ン プに よ り、子 どもに関わ る力を学ん だ 。

　 「（P先生 は）す ごか っ た で す よ 。 当時の 、自

分 はその 子 （脳性 まひ） と関われたか っ て 言う

と、全 くで きなか っ た 。 どうした らい い か分か

らなか っ た っ て い うか 。 P 先生の 関わ り方 の す

ご さと 、 何 もで きなか っ た 自分の 、間の 両極端

さ っ て い うか 。 《中略》．．．その 後 、 た また ま

同僚か ら （動作訓練の ）キ ャ ン プ に 来な い か っ

て誘わ れ ま した よね 。 《中略》．．．教 員に なる

頃は 、 ある程度 （子 どもと）関われ る よ うには

な っ た と思 い ますよね 。 」

　 ス テ ージ  ：優れ た同僚 との 出会 い

　対象 B は、1978年 と1980年の 出会い に よ り、

専門性が 向上 され た 。 まず、1978年の Q先生 と

の 出会い で は、実践 に対す る理 論的な背景 を学

ん だ 。

　 「Q先生は、私 と10年違 うん です よね 。 情熱

的な方で、 （子 どもと）関わ っ て い る姿が す ご

い 。　《中略》，．．後は 、 理 論的な部分 。 どうし

て そ うい うこ とす る の か 、 っ て い うの も、きち

ん と教 えて もらえて 。 関わ りなが ら 、 関わ る っ

て 事 の 理論上 の 裏付け っ て い うの か な 。 《中

略》．．．実践 と理論をちゃ ん と分か っ て い る方

で したね 。 で 、子 ど も変わ っ て い くで し ょ ？い

い 経験 させ て もらっ た、 っ て い うふ うに思 い ま

す よね 。 」

　次 に 、 1980年の R 先生 と の 出 会い で は、学習

時間の ス ケ ジ ュ
ール の組み 方に つ い て 学ん だ 。

　 「R 先生 は、教務主 任 だ っ た ん です よ 。 　《中

略》．．．転校 して きた子 ど もさん （自閉症）と

対応する と きに、何 を した らい い かわか らな い 。

で 、R 先生 が学級 に入 っ て こ られ て、そ の 時間

だけで 。 《中略》．．．音楽が 大 好 きな子 ど もさ

ん で 、 （学習時間にお い て も）プ レーヤーをか

けな きゃ 難iしか っ た よね 。 で 、 （私 は）止め た

っ て い うか、制止する部分が 非常に多か っ たか
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な 。 と こ ろ が 、 （R先生 が）制止 じ ゃ な くて そ

れ を上手 に学習 と して組む っ て い う形 を考 えて

い た だい た っ て い う部分は、や っ ぱ り大 きい で

す よ 。　《中略》．．．まさしく教 えて い た だ い て

い る感 じ 。 で、その子に対 して こ ちらか らどう

して 課題を提示す るか っ て い うとこ ろ の 状況も

十分把握 されて い なか っ た っ て い うの が 当時 の

私ね 。 で 、子どもと直接 関わる よ りは、学習時

間の ス ケ ジ ュ
ー

ル の 組 み 方 を教 わ っ たん で す

よ 。 私に と っ て は 、 大 きい 転機だ っ た と思 い ま

す 。 」

　ス テ
ー

ジ  ：動作法学習会の 結成

　対象 B は 、 特別支援学校 （肢体不 自由）に 赴

任 し、 肢体不 自由児の 体の 問題 に気づ き、動作

法学習会 を結成 した 。 彼 は、その 活動を通 して 、

組織 を立 ち上 げて運営する こ とを学ぶ ように な

っ た 。

　 「（赴隹）子 どもの 体 の 状況 か ら将来 を考え

る と 、 大変な こ とに なる よ っ て い うの が 目に見

えて い る子 ど もが い た わ けですか ら 、 学校 の 体

制の 中で そ うい うの に関す る関わ り方がで きる

ように な っ て い か な くて は ならん じゃ ない かな

と。　《中略》．．．それが 、 平成元年ですね 。 保

護者の 方 々 の ご協力 を もらっ て 「2QtQC2cnXXO会」

っ て い うの を作 っ て 。 で、教諭は 教諭 と して 動

作法学習会 （月 1 回 の 学習会 ， 年 2 回の キ ャ ン

プ） を立 ち上 げて ね 。 《中略》．．．こ れ を作 っ

てか ら、」e w とか 、 それ

か ら 　
’

　
塾

　の 　 の 生 と

噬 とか をね 。 その 辺 り （組織 を立ち上 げて

運営 する こ と）が 転機 とい えば転機か も知れな

い で すね 。」

　ス テ
ージ  ：勉強

　対象B は 、 教職経験年数の増加に伴 い 、 後輩

教師 を指導する 立場 に な り、彼自身の 専 門性 を

補 うた め の 機 会が 減 っ て い くこ とを感 じて い

た 。 内地留学 は 、 こ の よ うな状況で悩ん で い た

彼に 、改め て勉強す る契機 とな っ た 。

　 「1盤 は、私に とっ て は 、 本当に すべ て

です ね 。 色 ん な意味で 、年代的に 、 自分が相談

する とかの 、 そ うい う立場 （研究主任等）で は

ない 状況に な っ て きた 。 色ん な こ とを指示 し て

い かな くて は い けない 状況 。 《中略》．．．そう

い う状 況をすべ て無 くして しまえる っ て い うか

な 。 自分 の好 きなこ とを遠慮 しな くて （仕事か

ら離れて勉強 して も）い い っ て い うかね 。 《中

略》．．．そうい う状況で や れた っ て い うこ とは 、

こ れ は、大きか っ た の か な 。 大学院の 院生 、

一

人の 院生 にな っ てね。」

　ス テ ージ  ：語 りな し

　ス テ
ージ  ：研究報告書 （個 別の 指導計画）、

教務主任

　対象B は、研究報告書を作 成 し、良 い 評価を

受けた こ と に や りが い を感じた 。 特 に彼 は、教

務主任 とし て 学校全体の 力を 1 つ に集め る こ と

がで きたとい う点 を強調 し、 それを専門性の 重

要な ポ イ ン トと指摘 した 。

　 「教科学習 に関する指導の あ り方 （研究報告

書）っ て い うの をまとめた とき。 平成 13 ・14年 。

個別の 指導計画作成の 問題 、 それか ら実践の 問

題、あとは評価 の 問題で すね 。 こ れ を学校 と し

て取 り組め た っ て い うの が大 きい で す よね 。 自

分に とっ て は 。 《中略》．．．私 は 、 その 時教務

主任で した 。 教務主任は 、全体 をまとめ る役 じ

ゃ な い で すか 。で 、そ うい う部分 を人 と
一

緒 に

や れた っ て い うの は、大 きか っ たです ね 。 《中

略》．．．まとめ た っ て い うだ け じ ゃ なくて 、そ

れ の 評価 を得て い ただ い た ん で す 。 文科省の S

調査 官を始め 、 す ごい ね っ て 、 また こ こ ま で や

る とは思 わ なか っ た っ て 。 《中略》．，．学校全

体 を どう組織 して、 どう
一

つ の もの を作 り上 げ

て い け るか っ て い う、こ の 喜 び っ て い うの は 、

大 きい です よね 。 」

　ス テ
ージ  ：語 りな し

　 3 ）対象Cの 職能成長の キ ャ リ ア ・ヒ ス トリ
ー

　対象C は 、 5 ス テ
ージを経 て お り、飛躍 的な

成長が 見 られ た の は 、ス テ
ージ   （教 職経験

8 − 12年， 4 年間）で ある 。 ス テ ージ別の 具体

的な内容 は 、 以下の とお りであ る 。

　ス テ
ージ  ：生徒の 死 、 熱心 な先輩 との 出会

い

　1990年頃は、重度 ・重複障害児 （医療的ケ ア
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等）の 増加に伴 い 、ど の よ うに 対応 すれ ば い い

か分か らず、学校現場 が混乱 した時期で あ っ た 。

対象 C は 、 特別支援 学校 （肢体不 自由） に赴任

された時の 感想 を、以下 の ように語 っ た 。

　 「正 直言 うと 、 最初はす ご く嫌だ っ たん です 。

肢体 不 自由な方に 会 っ た こ と もなか っ たの で 、

今で も覚え て ます け ど、車 い す っ て 視点が低 い

ん だ よね 。 下か らぐわ っ と見上げ られ る と、そ

うい う目が 10、20もある と、正面 に立つ の が怖

か っ たん です 。」

　恐怖や 不安 を感 じて い た対象 Cが 、 特 別支援

学校教師 と して 頑張ろ うと思 うよ うにな っ た契

機は、生徒 の 死 （1992年）で あっ た 。

　 「筋 ジ ス トロ フ ィーの お 子 さんが い て 、だ い

ぶ病状 も進 ん で る の で 、 医者は、あん まり （修

学旅行に）行かせ た くなか っ たんで す。 で すけ

ど 、 本人は す ご く行 きた い っ て 言 うわけ で す 。

我 々 もど うした ら い い の か っ て悩 んだ け ど 、 校

長や医者 とい ろ い ろ掛け合 っ て 、看護婦付きで

一
泊な らい い こ とに な っ て 行か せ た ん で す よ

ね 。 《中略》．．．翌年の 3 月に （その 子が）亡

くな りました 。 そ うい うようなときっ て、ああ、

なん て い うの か な 、 修学旅行 に行か せ る っ て す

ご く大変だ っ た ん で すけ ど、行かせ て よか っ た

ん じ ゃ な い か なっ て い うに、今 も思 うん で す 。

《中略》．．．自分の 中には、すご く何 とか しな

きゃ い けない 、 勉強 しな き ゃ い けない っ て い う

こ とが あ りま した よね 。 」

　 ス テ
ー

ジ 
．
：多様な出会 い

　対象C は 、内地留学 の 2 年 間、モ デ ル とな る

教師た ちと出会 っ た 。 彼 は、内地 留学 を 「い ろ

ん な方 にお会い で きた の が
一

番」 と特徴付けた

上 で 、 モ デ ル となる教師の 特徴に つ い て は 、 以

下の ように説明 した。

　 「（血 豐 へ 行 っ て ）その
一

つ はす ご く熱

意が ある 、 い わ ゆ る
一

所懸命や ろ うっ て い う感

じが非常 に強い こ と 。 それか らね、そ れぞ れが

得意なとこ ろ を持 つ ことっ て、何か 自分 な りの

ある 部分に つ い て非常 に詳 し い とかね 。 」

　ス テ
ージ  ：研究主任

　 1999年の 学習指導要領の 改訂に よ り、 個別 の

指導計画 の 作 成が 義務付 け られ た 。 対象C は 、

研 究主任 と して個別 の 指導計画 の 導入 を担 当 し

た ，

　 「1999年、　、
’
・六 p 　 と して 　　 1の 　

’

；
画 の　　が　　づ 1 られて きて 。 《中略》

職務上 の 課題 と して 、個別の 指導計画 を ど うや

っ て 書 い た ら い い ん だ ろ うっ て い うこ とを検討

した ん で す 。 結局 、 様式 っ て 言 うの はそ の 表現

形態で しか な い の で 、様式 っ て い うよ りも、考

え方 をどうするか っ て とこが
一

番悩 ん だ とこ で

す け ど も 。 《中略》．．．個別の 指導計画の や り

方を考 えて い くプ ロ セ ス の 中で 、自分の頭 を、

何度 も何度も振 り返 らな い と い けなか っ たん で

す。」

　こ の 時期は 、 対象 C の 職能成長 にお い て大 き

な転換 点 とな っ た 。 彼は、こ の 時期に よ る変化

に つ い て 、 以下 の よ うに説明 した 。

　 「子 どもや 授業を見る観点が 明確 に なっ て 、

す ご く落 ち着 くよ うに なっ た ん で す 。 」

　 「毎年違 う子 ど もが くる わ けで すよね 。 来年

自分は で きるん だ ろ うか 。 違 う子きた らどうす

る ん だ ろ うカ  こ れ は 不 安で す よ ね 。 　《中

略》．．．個別の 指導計画 を立 て る こ とは 、 メ タ

レ ベ ル だ と 思 うんで すね 。 個 々 の 問題 は個々 で

立 て る しか な い で すけ ど、もう一段 、 こ うメ タ

の レ ベ ル で考 えれ ば、大 まかか な道筋 っ て い う

の もの は、は っ き りした わけで す よ 。 そ れが 合

っ て るか ど うか は ち ょ っ と分 か らない です け

ど 、 自分 な りに はある程度、答えが 出たわ けで

す よ 。 そ した ら、そ の 中に今度 は 、 個 々 の 要素

を入れて考えて い け ば い い わ けで す よね 。 した

ら、 なん とか い け るか な っ て い う。 《中略》一■．

不安が軽 くな りま した。」

　 ス テ
ージ   ：語 りなし

　ス テ ージ  ：語 りなし

　 4 ）対象D の 職能成長の キ ャ リ ア ・ヒ ス トリー

　対象D は 、 5 ス テ
ー

ジを経て お り、 飛躍的 な

成長 が 見 られ た の は、ス テ ージ   （教職経 験

10− 12年 ， 3 年間）で あ る 。 ス テ
ージ別の 具体

的 な内容は、以 下の とお りで ある 。

　ス テ
ー

ジ  ：中学校講師 と して の 経験、学校
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・重 複障害教育 にお け るベ テ ラ ン 教師の 職能成長

の 雰囲気

　対象D は 、 志望 （通常学校） と異 な り特別支

援学校 に 赴任 したが 、 その 状況 をス ム ーズ に 受

け入れ る こ とがで きた 。

　 「（特別支援学校 へ と赴任 した こ とに つ い て）

嫌 だと は全 く思わ なか っ た で す 。 《中略》．．．

（中学校で 講師 と し て 勤め た 時の 話が あ っ て ）

当時の 中学校、今もそ うな の か な、大変 で した

よ 。 だ っ て 子 どもた ち誰も話なん て聞い て な い

んで す もん 。 《中略》．．．中学校の 大変 さ も知

っ て い た か ら、（子ど もが ）自分 な りに 、 だか

らよ っ ぽ ど真面 目にや っ て た特別支援学校の 方

が断然楽 しか っ た で すよ。」

　 「こ の 学校は結構元気 な学校で した 。 処 気

が 　る　 い 　生
一

が多か っ たですね 。 今で 言 う

と、精神疾患に な っ て 休ん じ ゃ うよ うな先生 は

い なか っ たです 。 そ うい う学校だ っ たか ら学校

の 雰囲気はそ ん な に嫌 じ ゃ なか っ た し、 こ うい

う背景を考えれ ばね 、 別に面 白くな い か ら とか 、

経験が な い か らや め た い とか は思 わ なか っ たで

す 。 《中略》．．． （こ の よ うな学校の雰囲気 の

中）勉 強 した い とは思 っ て た と思い ます。や っ

て なか っ たか もしれ な い です け ど。 実際勉強 し

ようと思 っ た こ とが現実化 した こ とが 8 年後 な

ん で すね 。 」

　ス テ
ージ  ：優 れた 同僚 との 出会 い

　対象D は、T県 とK大学 と の 人事交流 の
一
環 と

して 、K 大学附属養護学校 （肢体不 自由） に赴

任 され 、 超
一

流 （対象D の 表現）教 員達 と出会

っ た e 彼 は 、 超
一

流教員に つ い て 、 以下 の よ う

に語 っ た 。

　 「（赴任）み ん なや っ ぱ り合理的なんで すね 、

仕事が 。 なんか 、 みん な切羽 詰まっ た感 じは し

な くて 、 楽 に仕事 を 。 無駄 な こ とはや らな い っ

て感 じで したね 。 《中略》．．．自分の 実践 を自

分の 言葉で ち ゃ ん と説明 した り、ス ライ ドを使

っ て お 話 した りね。今で言 うと （ス ライ ドを用

い て説明 した りす る こ とが ）ご くご く普通 なの

か もしれない で し ょ うけ ど 。 」

　 「一番重 い お子 さん が い て 、事故っ て い うか

な、で 、心停止に なっ ち ゃ っ て 、 い わ ゆ る植物

人 間 っ て お 医者 さ ん も言 っ て ま した 。 　《中

略》．．．そ うい う状態なんです け ど、や っ ぱ り

働 きか けす る と 、 返 っ て くる もの が あるん で す 。

そ うい う実践 をみせて くれた 、 先輩達 と言 うん

で し ょ うか ね 、 同僚た ちの 刺激が あ っ たん で し

ょ うね 。 《中略》．．．そ うい う先生 た ちに近づ

きた い と思 っ た、こ と じ ゃ な い で すか 。 少しで

も近づ きた い な と、こ の 時 も思 っ て い た で しょ

うね 。 」

　ス テ ージ  ；研究

　対象D は 、 ス テ
ージ  で 出会 っ た 同僚 の 推 薦

を受け 、 大学 院 （夜 間，障害児教育関係）に進

学 した 。 彼は、こ の 時期に 「説明す る力」を身

に つ けるため に努力 した。

　 「結構 、K 大学附属養護学校 （肢体不 自由）

の 人で も （大学院に ）行 っ て い た んです 。 自分

も行 っ て み よ うっ て 思 っ た ん で す よ 。 　《中

略》．．．や っ ぱ り修論で す 。 まずは ど うい うも

の をす る か 、 構想、で 中間発表を して とか 。 そ

の 成果 を発表す る とか 、み んな 人 の 前で し ゃ べ

ん な きゃ い けない じ ゃ な い ですか 。 なか なか刺

激的で したね 、 聾 置ね 。 　《中略》．．．こ

の 2 年間は、自分の 実践 をど の よ うに説明する

っ て こ と で 、自分 な りに頑張 っ たと思 い ます よ

ね 。 超
一

流 の 人 た ち の まね じ ゃ ない で すけ ど、

模倣 っ て い うの か な、こ うや っ て近づ い て い く

ん だなっ て 思い ま した よ 。 」

　ス テ
ージ  ：研究主任

　対象D は、研 究主任 と して の 役割が 、職能成

長に繋が っ た と評価 した 。

　 「平成14年、研究主任 っ て 仕事 した ん で す 。

《中略》．．．こ うい うのが役に立 っ て る ん だ な

っ て 感 じま した。 き っ と専門性 っ て い うか な 、

こ うい う中で 、あ る程度責任 の ある地位で成長

す るっ て ある ん で し ょ うね。きっ とね。」

　ス テ
ージ  ：語 りなし

】1　 考察

　重度 ・重複 障害教育教師に求め られ る専門性

に つ い て は 、 対象 4 名の 語 りに若干の 違 い は見

られる が 、 2 つ の 専 門性を強調 した点 に共通 し
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て い る 。 1 つ は 、 「子 ど もの 理解」 （B の   「子

どもに 関われ る力」， Cの   「子 どもの 課題 を

見つ ける 力」， D の   「子 どもを分 か ろ うとす

る努力」， A の   「実践 力」）で ある 。
　 D は 、 こ

の 専 門性 に 関 して 「頑張 ろ うと思 っ て もす ぐに

解決で きな い 課題」で あ り、「一生 をか けて頑

張 らなき ゃ い けな い 」 能力 と説明 した。 もう 1

つ は 、 「教育 へ の 熱意」 （A の   「人 間力」，C の

  「常に学ぶ姿勢 （努力）」，D の   「子 ど もを

分 か ろ うとす る努 力」） で あ る 。 対象D は 、 こ

の専門性 に 関 して 「子 ど もの こ とを分か るか ど

うか判断する以 前の 、努力する姿勢 （や る気）」

と説明 し、結果として 「子 ど もの 理 解」が 得 ら

れ るか どうか にか かわ らず 、 努力す る姿勢が必

要 で ある と して い る 。 「教育へ の 熱意」は、「子

どもの 理解」 をはじめ とする 「他の 専門性を支

え る 基 本 （A ）」 的 な専門 性 で あ る と考 え られ

る 。 以上 の こ とか ら、重度 ・重複障害教育に携

わ る教師の専門性を高め るに は 、 特 に 「子 ども

の 理解」「教育へ の 熱意」 に 注 目す る必要が あ

る と言える 。

　職能成長 の 特徴を見る と 、 契機 （要 因）の 内

容が 「出会 い 」 か ら 「地位」「勉 強」「実践」へ

と変わ っ て きた特徴が見 られた。

　 まず初任期 を見 る と、A とC は 「子 ど もの 出

会 い 」か ら、特別支援学校教師 と して 頑張ろ う

と思 うように な っ た 。 A は 、 子 ど もとかかわ り

の 中で 「面白さ」を感じ 、 知識及 び技能を学び

始め た。C は、特別支援学校教 師 と して 「恐怖」

「不安」を感 じて い たが 、 「生徒の 死」 が契機 と

な り、 何 か しなければい けない と思 っ た 。 また

B 、 C 、
　 D は 、「同僚 と の 出会 い 」か ら影響 を受

けて い る。B は、 自閉症の 子 ど もとの 学 習場面

で 、何をした らい い か わか らな い 状況に なっ た

際 に、先輩教 師に学習時間の ス ケ ジ ュ
ール の組

み 方 につ い て 学 んだ 。 C は一生懸命勉強 して い

る同僚教師がい たの で、彼 自身 も勉強 しなけれ

ば い け ない と思 っ た 。 D は、教職を続ける よ う

に なっ た 契機 と して 人間関係 の 「楽 しさ」を挙

げて い る 。 以 上 の こ とか ら 、
ベ テ ラ ン教師が 、

リ ア リ テ ィ ・シ ョ ッ ク （Veenma 皿 ，1984）な ど

の 初任期の 困難を うま く克服 した契機に は 「出

会 い 」が作用 して い る こ とに注 目す る必要があ

る 。

　初任期で の 困難 を克服 し、 飛躍的な成長 に繋

が る まで は長 い 年月 （A は 6 〜 7年 ， C は 7 〜

8年 ， D は 9 〜10年）が必 要とされ た 。通常学

校教師を対象と した先行研究 （例えば
，
Huber −

man
，
1989；Burden，

1990；Fuller ＆ Brown ，1975）

の 多 くが 、 おおむね 2 ・3 年か ら 7 ・8 年 まで

の 時期に お い て教授能力を含め た専門性の 全般

に 向上 が 見 られ 、 教師 と して の 役割 を受け入れ

て 精神的に も安定す る の に対 し、 本研究で の 3

名 （B を除 く）は悩み続 けて きた状況 にあ っ た。

そ して 、飛躍的な成長が見られ た時期は 、 お お

む ね 7 ・8 年か ら12 ・13年 まで で あ っ た 。 こ の

時期の 専門性の 変化 をみ る と 「子 どもを見 る観

点 （A ，C ，　 D ）」 に集中 して い る こ とが特徴で

ある 。 A は、「勉強」「内地留学」の 契機を基に 、

子 どもを見る視点が 明確に な り、 子 ど もや 状況

に合わせ て ど の よ うな知識 ・技術 を集め る べ き

か が 分 か る よ うに な っ た 。 C は 、 「個別 の 指 導

計画作 成の 義務 化」 「研究主任」 の 契機 を基 に

し、子 どもの 理解 が高 まる こ とで、教師と して

幸せ を感 じる ように なっ た 。 以 上 の こ とか ら 、

重度 ・重複障害教 育に携わ る教師が 飛躍的に 成

長 され 、心 理 的な側 面 か ら も 「安定」 「幸 せ 」

「安心」 を感じる よ うに なる た め に は 、 子 ども

を見る観点 、 すなわち 「子 どもの 理解」が キ
ー

で ある と考え られ．る 。

　本研究の 結果 を総括的にみ る と、重度 ・重複

障害教育 に携 わる教 師の 専門性 を高め るた め に

は 、 「子 どもの 理解」 と 「教育へ の 熱意」 に注

目する必要が あり、飛躍的な成長が 見 られた時

期 の キ ーで あ る 「子 どもの 理解」に つ い て は 、

今後よ り具体的に検討す る必要がある と い えよ

う。 また、転機 となっ た 要因を見る と、初任期

で は 「出会い 」の 機会 を提供す るの が効果 的で

あるが 、 教職経験年数の 増加 に伴い 教師そ れぞ

れ の ニ ーズ に応 じて 「地位」「勉強」「実践」な

どの 機会 を組 み合わせ る必要が ある 。 今後 、 本

研究の 結果を基 に、重度 ・重複障害教育 に携 わ
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重度 ・重複障害教 育 にお け るベ テ ラ ン 教 師 の 職 能成長

る ベ テ ラ ン教師が 、 「子 ど もの 理解」を ど の よ

うに行 っ て い る の か、その 方法 （観察の 観点及

び行動等）に つ い て明らか に した い と思 う。
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Professional deyelopment of  yeteran  teacher in education  of  children  with  seyere

                         and  multiple  disabilities

Yongiae  LIM  and  Takao  ANDO

  The purpeses ofthis  study  were  to explore  the perception ofveteran  teachers  on  their professional-

ism in educatien  ef  children  with  severe  and  multiple  disabilities, and  to clarify the process of their

professional development. Four semi-structured  interviews were  eenducted  with  special  school  teach-

ers  who  have experience  to teach  children  with  severe  and  multiple  disabilities. The  results  of  this

study  revealed  that 
"Understanding

 of  children"  and  
"Enthusiasm

 for education"  are  more  important

professionalism than the others.  According to the results  of qualitative analysis  of their professional

development, the cause  of  turning  points changed  from  
"Meeting"

 to 
'`Status",

 
`dStudy",

 and  
`LPrac-

tice", The great change  in their professionar development was  the time about  from 7 or  8 years to 12

or 13 years of  experience,  and  that time was  related  to 
"Understanding

 of children". tn conclusion,

this study  suggested  that it is necessary  to increase beginning teachers' enthusiasm  for education,  and

to move  the time learning "'Understanding

 ofchildren"  ahead.

Key words:  education  of  children  with  severe  and  multiple  disabilities, teacher, professional develop-

         ment
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